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＜連絡事項＞
・明日の朝食メニューが「みつばの味噌汁」→「人参の味噌汁」に変更になります。
＜患者様連絡事項＞
・袴田　隆裕様～本日14時に自宅へ退院となっている。
・工藤　禮子様～療養環境変更の為、14時に南病棟へ転出となっている。
・松本　喜四郎様～退院後のケアマネについて、ケアライフの一戸さんに決まりまし
た。一戸さんより、本人の状態確認を行いたいとの申し出あり、
9/25　10：00に内科診察室で面会となります。
・岡村　トミ様～美保野病院の療養病床での受け入れ可能との事で、家族からも転院希望あり。転院日時決定後、連絡が来る事となっている。

＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前・午後1時間ずつの開放観察を実施。開放中は迷惑行為見られているため短時間で終了している。引き続き早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。
・沖田　康夫様～両手身体拘束中。午前・午後1時間ずつの一時拘束解除を実施。
　　　　　　　　車椅子にて安全ベルトを使用し、ホールで過ごしている。穏やかだが、ホール内を車椅子自操し他室への侵入あり。説明行うと聞き入れ出来ている。引き続き早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。
・澤口　利香様～体幹・四肢拘束中。栄養補助食品を希望する言動や夜はパンにして欲しいなど食事の形態変更の希望、以前の主治医に食事の管理を厳しく言われたことに対する不満を多弁に早口で語り、話している間に不機嫌な表情で臥床する。自傷行為なく拘束部の循環障害も見られず。引き続き早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。
＜要注目患者様情報＞
・若沢　理子様～幻聴に左右された言動はないが、時折訴え聞かれている。内服は拒否なくスムーズに飲まれている。他者への迷惑行為はない。
・坂　きわ様～朝食前血糖値109㎎/dl。田中Dr指示にて食前のインスリン注はスキ
ップとする。朝食・昼食共に全量摂取されている。左手第1指の内出
血あるも痛みの訴えは聞かれず。余暇はホールで独語活発に聞かれ他
者への話し掛け頻回にあり。
・木村　格治様～朝・昼共に2/3摂取されている。腹部不快感訴えないが、活気なくほぼ臥床して過ごされている。スタッフ対応時、高圧的な言動はない。
・松尾　秋男様～各食全量摂取されている。余暇は他室侵入し他者のベッドへ臥床することあり声掛け・介入要している。帰宅要求等は聞かれず。
・鈴木　德美様～食事は朝、昼1/4摂取。バイタルサインの異常や酸素飽和度の低下なし。痰鳴あり適宜吸引施行、粘稠性の黄色痰中等量除去。
・鹿原　良三様～食事介助にて全量摂取。むせ込みなし。バイタルサインの異常や酸素飽和度の低下なし。測定時低下なし。
＜田名部Dr.診察情報＞
・田代　浩太様～臨時薬、ゾデピン(50)1T→ロドピン(25)1T、ルネスタ(2)2T→1T、
ゾピクロン(7.5)1T追加、ラモトリギン中止、バルプロ酸Na(200)
中止、起床後疼痛があるため、トラムセット配合錠朝食後→起床時
へ変更し9/25より７日分処方。

スマホについては、使用時のみ電話コーナーにて使用可、パソコン
については作業療法の時間のみ使用可にて、時間外はスタッフ預か
りとする。CDプレーヤーは使用可。

本人から退院希望があるが、家族は早期退院について難色を示して
いる。入院４週を目途に家族との面談を実施していくこととする。
・袴田　将志様～口渇が強いと訴えあり、服薬調整。エチゾラム中止、ブロナンセリ
ン朝１・夕２→朝１・夕１へ変更し、臨時薬9/25より７日分処方。
作業療法には参加するよう指示あり。
・安達　貴浩様～ユニット移動や漢方についての訴えが聞かれている。服薬の調
整はなし。
・若沢　理子様～気分が高く危険行為があり、服薬調整。ロドピン(25)3T、ビベリデ
ン(1)３T　１×毎食後追加し、9/27より臨時薬３日分処方。
・藤井　孝蔵様～臨時薬、エンシュアリキッド６缶　２×毎食時、７日分継続処方。
・袴田　隆裕様～幻聴は軽減し、聞き流す事もできるようになったとのこと。診察に
て本日母親の迎えにて14:00自宅退院の許可。初外来は10/10（土）
11:00、退院時処方１６日分処方。訪問看護利用の希望あり、週１回
利用の指示。
・高橋　康一様～持参薬を当院切替として、9/25より７日分処方となる。
・佐藤　セツ様～食事摂取状況は良好。本人の希望により、食事形態を9/25朝より
常食（軽食）常菜へ変更となる
・小沢　和子様～臨時薬処方内容変更なく、9/25より７日分処方。
・島　龍太郎様～夜間眠れないとの訴えあり、就床前薬調整し臨時薬７日分処方。本
人はうつ病であって、アルコール依存症とは認めたくない様子。本
日の支払いのための単独外出は許可となっている。
・小笠原　久年様～穏やかに過し夜間も休めている様子。服薬の調整はなし。
・高橋　如来様～左乳房の潰瘍について、家族・施設スタッフより市民病院への受診
希望あり、診療情報提供書を作成している。受診調整については、
当院地域連携室へ依頼している。
・丹内　栄子様～昨日より臨時薬、ハロペリドール(1.5)、リスペリドンOD(1)中止し、
カルバマゼピン(100)追加処方となっている。
・長瀬　伸也様～臨時薬、インヴェガ(3)１T→２Tへ増量し７日分処方。本人は「薬増
やすのはこれで最後にして下さい」と不機嫌な様子。
・立花　圭様～他者への干渉やこだわりの強さがあり、トラブルとなっている。9/25
よりコントミン(25)1T　１×昼追加処方となる。
・坂　きわ様～外来処方の就床前薬、本日より当院処方へ切り替え２日分処方。左手
背の内出血について、腫脹や疼痛は見られず経過観察。
＜皮膚科診察＞
・藤井　孝蔵様～特変なし、同前処置。
・鈴木　徳美様～右踵　潰瘍漸次清浄に　同前処置。
　　　　　　　　左踵　足底に発赤血疱あり　テープ貼付。

・沖田　康夫様～特変なし、同前処置。
・木村　美智子様～特変なし、同前処置。
・水梨　孝純様～特変なし、右踵皮弁切除。同前処置。
　　　　　　　　眉間部に紅斑、緑部に落眉あり　テルビナフィンクリーム塗布。
・田代　浩太様～稍軽快か

　　　　　　　　両足底　皮膚肥厚、踵に落屑（+）→ソックスをはいてみる。

　　　　　　　　テルビナフィンクリーム　2本処方。

＜入院患者様情報＞
日時：R2.9.24　11：05

　　氏名：岡沼　和久様（おかぬま　かずひさ）様

生年月日：昭和34年6月14日（61）

　　病名：うつ病

　合併症：高血圧

　　性別：男性

　主治医：田名部Dr.

入院形態：任意入院

　　病棟：東病棟Bユニット
(経過）

 八戸にて出生。高校卒業後は静岡のへ入学。3ヶ月程度たった頃、脚の火照りや不眠、
食思不良、手の震え出現。一時帰省し、八戸赤十字病院を受診し、バセドウ病の診断
を受け服薬開始。その後大学へ戻るが、授業についていけず中退。

 その後は沼津市内のホテルを観光会社の営業等をしていた。42歳頃、C型肝炎の診断
を受け、インターフェロン注射を開始。注射後に高熱が出る事多く休職し、同時期よ
り気分の落ち込みや不安感が見られるようになり、48歳で退職。50歳頃から保険会社
にて営業を担当。3年ほど前に八戸へ転居している。

 2年前に父親が亡くなってから気分の落ち込みが再燃し、希死念慮も出現。H30年1
月さくら病院受診しうつ病の診断を受け、1年4ヶ月程入院。退院後は同保険会社の八
戸支店へ勤務していたが、営業成績不振によりプレッシャーが大きく、精神的に負担
となっていた。R2年2月退職し、現在は、失業保険と障害年金で生活。さくら病院か
ら処方されている薬の量が多く、同院へ薬剤調整の相談をするが調整してもらえず、

知人から転医を勧められ当院へ受診相談あり初診。事前に病棟見学し、症状の改善と
薬剤調整目的での入院加療を希望し、東病棟Bユニットへ任意入院となる。

　※洗濯　　　：家族洗濯
　※売店　　　：購入可　5000円/月
　※義歯　　　：部分義歯
※携帯電話　：通話のみ
　※インフルエンザ予防接種希望。
